
貸 借 対 照 表 

                                   （2020 年２月 29 日現在）                     （単位：千円） 

 科     目 金  額   科     目 金  額 

（資産の部）  （負債の部）   

流動資産 1,843,142 流動負債 418,294 

 現金及び預金 1,724,128   工事未払金 176,677 

 完成工事未収入金     63,514   未払金 58,691 

 未成工事支出金 6,670   未払費用             41,074 

 原材料及び貯蔵品 11,485  リース債務 231 

 前払費用 28,203   未払法人税等 9,445 

 その他 9,141   未成工事受入金       59,001 

    預り金 17,801 

固定資産 1,144,902  未払消費税等 28,403 

 有形固定資産 1,018,949   賞与引当金 25,653 

 建物 451,061 その他 1,313 

 構築物 1,741   

 機械装置 252 固定負債 23,828 

  車両運搬具 2,894  退職給付引当金 23,828 

 工具器具備品 5,397    

  リース資産 138   負 債 合 計 442,122 

  土地 557,464 （純資産の部）  

   株主資本 2,545,922 

 無形固定資産     5,316 資本金 50,000 

  ソフトウェア 1,604 資本剰余金 178,503 

 その他 3,712  資本準備金 178,503 

    

 投資その他の資産 120,635 利益剰余金 2,317,418 

 従業員に対する長期貸付金 2,029   利益準備金           7,550 

 長期前払費用         1,771   その他利益剰余金 2,309,868 

 敷金・保証金 94,882   別途積立金           671,000 

 繰延税金資産         21,226   繰越利益剰余金 1,638,868 

 その他 725   純 資 産 合 計 2,545,922 

 資 産 合 計 2,988,044   負債・純資産合計      2,988,044 

 

 

 

 

②  



 

 

個 別 注 記 表 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 （１）資産の評価基準及び評価方法 

        たな卸資産の評価基準及び評価方法 

①未成工事支出金 

     個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

適用しております。 

②原材料及び貯蔵品 

     個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

適用しております。 

  

（２）固定資産の減価償却の方法 

     ①有形固定資産（リース資産を除く） 

建物は定額法、その他の有形固定資産は定率法を採用しております。 

ただし、2016 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によってお

ります。 

     ②無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定

額法を採用しております。 

③リース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

  

（３）引当金の計上基準 

     ①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込み額を計上しております。 

②賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。 

③退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務（退職給付会計に係る当事

業年度末自己都合要支給額を退職給付債務とする簡便法）の見込み額に基づき、当事業年度末に発

生していると認められる額を計上しております。 

  （４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 消費税等の会計処理 

     消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

２.貸借対照表に関する注記 

    有形固定資産の減価償却累計額                165,819千円                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

 



 

 

３.税効果会計に関する注記 

    繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

   繰延税金資産 
 

繰延税金資産  小計  23,895千円 

評価性引当額 △2,669千円 

繰延税金資産  合計  21,226千円 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 

４.関連当事者との取引に関する注記 

       該当事項はありません。 

  

５.１株当たり情報に関する注記 

  （１）１株当たり純資産額            3,067円 38銭 

  （２）１株当たり当期純利益           163円 77銭 

  

６.重要な後発事象に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

 ７.当期純損益金額            135,930千円 

賞与引当金 8,876千円 

法定福利費    1,387千円 

未払事業税 762千円 

棚卸資産評価損 1,072千円 

退職給付引当金 8,244千円 

減価償却超過額 351千円 

一括償却資産 531千円 

減損損失(土地) 2,353千円 

その他 316千円 


